
用語解説
※
及び町田市の事業別財務諸表の特長

用　語 説　明

新公会計制度
従来の官庁会計（単式簿記・現金主義会計）に複式簿記・発生
主義会計の考え方を取り入れた新しい公会計制度

『町田市の
　事業別財務諸表』

※実例は裏面を参照

全課別及び特定の事業ごとの財務諸表に、組織のミッション、
事業目的、事業の成果を交えたもの。270の事業を対象として
いる。
行政目的の達成度とそれに掛かるコストを明確にし、各部署の
マネジメントに活かすことを想定しており、毎年度の決算期に
作成する。

管理会計
内部で経営に関わる意思決定のための情報提供を目的とする。
主な利用者は経営者などのマネジメント層。

財務会計
外部の利害関係者の意思決定（投資、貸付、取引など）のため
の情報提供を目的とする。主な利用者は株主、債権者、取引先
等。

アニュアル
レポート

「年次報告書」とも呼ばれ、情報公開の観点から企業が株主や
投資家に報告する総合的な情報を掲載した冊子をいう。

ABC
（Activity
　Based
　Costing）

活動基準原価計算。製品やサービスを提供するための間接コス
トを活動単位に分割して、個々の活動ごとの基準を用いてコス
トを算出し、原価計算を行うマネジメント手法。

月次報告

ＰＤＣＡサイクルのスピードアップを図り、業務課題へ迅速な
対応を図るため、当月末時点の財務情報と、事業の成果を報告
するもの。
月次報告は、毎月15日までに財務部へ報告し、4半期に1度理
事者へ報告する。

経営会議
市の経営方針や重要政策等に関する事項の決定・確認を行うた
めに、市長、副市長等で構成される会議。

※配布資料にはないが、制度を理解するうえで必要と思われる用語を含む

業績監査

行政執行にあたって被監査団体が経済性、効率性、および有効
性を確保しているか否かを検証し、その結果について改善勧告
をすることを通じて、行政活動の効率化あるいは業務改善を図
る監査

資料３

歳出目別財務諸表

Ⅰ.事業の成果

Ⅱ.財務情報
◆行政コスト計算書 （単位:千円） ◆行政コスト計算書の特徴的事項

◆貸借対照表の増減理由（差額上位3項目）

◆単位あたりコスト分析 ※単位あたりコストは、「行政費用 小計(b)」を「実績」で割って円単位で算出しています。

定性的
な成果

◆開館２５周年にあわせ、春秋の大型企画展覧会と６本の企画展覧会のほか、講演会や版画の摺り体験、工房利用者による展覧会、プロムナードコンサート等、数々の事業を実施
して、多数のお客様に来館していただくことができました。
◆開館２５周年事業についての、プロモーション活動をあらゆる場面で実施しました。小田急電鉄株式会社の協力におよる交通広告の掲出をはじめ、美術館ＨＰ上に２５周年特設
ページを掲載し、事業の宣伝を行いました。また、開館２５周年を記念した「２５２５（にこにこ）キャンペーン」を中心にして、積極的にＰＲ活動を展開したことが集客につながりました。
◆「２５２５（にこにこ）キャンペーン」では、各企画展２５名様へのオリジナル版画のプレゼントと、アンケートに答えていただいたお客様全員にオリジナルしおりをプレゼントしました。秋の
「北斎と広重」展では、アンケートの抽出件数が２，９９０名となり、今後の事業計画に参考となる貴重な資料を得ることができました。

文化スポーツ振興部 主管課名 国際版画美術館 歳出目名 国際版画美術館費
事業類型 d  事業的（特定事業類型１）

1,139,542

国際版画美術館
年間入館者数1人
あたりコスト

人

１日あたり1,139,542円のコストがかっています。

指標名 単位 年度 実績 単位あたりコスト 分析内容

増減理由
0
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開館日数あたりの
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日
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当期収支差額 (g)+(j)
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収
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固定資産売却益
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0
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金融費用 (e)
金融収支差額 (d)-(e)=(f)

0
0

特別収支差額 (h)-(i)=(j)

特別収入 小計 (h)
固定資産売却・除却損

不納欠損額

特別支出 小計 (i)

主として企画展観覧料15,524千円。　その
他、施設使用料4,775千円。

物件費
町田市立国際版画美術館総合管理委託
62,041千円、「版画の冒険」展海外作品借用
業務委託　6,300千円など。

4,828

38,547

7,243

21,754

0

113,222

111,931

△ 297,401

通常収支差額 (c)+(f)=(g)

勘定科目

決算額の
主な内訳

勘定科目

決算額の
主な内訳

勘定科目

金融収入 (d)

0

建物

増減理由

減価償却による減少38,547千円。
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0
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0

0
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0 0
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行政収支差額 (a)-(b)=(c) △ 297,401
348,700 348,700

0 0

0 0

4,037 4,037

0 0

159,069 159,069
2,860 2,860

113,222

行
政
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賞与引当金繰入額
退職手当引当金繰入額

その他
行政費用 小計(b)

補助費等
繰出金
減価償却費
不納欠損引当金繰入額

人件費

物件費

維持補修費
扶助費

うち委託料

うち時間外勤務手当

51,299 51,299

20,308

20,26120,261
0 0

20,308

行政収入 小計(a)

行
政
収
入

都支出金
分担金及負担金
使用料及手数料
繰入金

国庫支出金

部局名

勘定科目
A

国際版画美術館
展覧会観覧者数

人 91,659 112,442

指標名 単位 2011年度

組織の
ミッション

優れた美術作品に触れる機会、および学習、創作、発表を通して美術に親しむ機会と環境を効果的に提供し、市民をはじめすべての来館者に喜び、感
動、やすらぎを与えます。また、貴重な文化財である版画作品を収集・保管し、市民の財産として未来に伝えるとともに、広く社会に、版画文化に関する
専門性に裏付けられた良質な情報発信を行います。これにより、町田市の文化振興および文化・芸術都市としてのブランドイメージ向上に寄与します。

事業概要

○企画展示室では豊富な収蔵品を生かしつつ、他の機関からの借用品も含め、春秋の特別企画を中心に自主企画展を行います。常設展示室では収蔵品によるミニ企画展を年間4回行います。貴重な文化財
であり市民の財産である収蔵品の有効利用につとめています。また、展覧会に関連したギャラリートーク、講演会、体験イベントなどを開催しています。
○国際版画美術館ＨＰを中心にして、美術館事業の積極的な情報発信を行っています。
○版画の実技を体験できる版画工房を美術館内で管理運営しています。一般利用者へ版画を制作する場所を提供し、実技講座や公開制作も行っています。
○国際版画美術館の施設運営管理及び施設貸出を行っています。

2012年度

差額2012年度
B-A

0 0
10,730

その他

地方税

勘定科目

2013年度 2016年度 定量的な成果の説明

92,000
年間８本の企画展示室での特別企画展と年間４本の常
設展示室でのミニ企画展の入場者数を合計したもので
す。

使用料及び手数料

92,000

決算額の
主な内訳0 0

0 0

10,730

B

111,931
21,754

7,243

38,547

4,828

0

2012 184,707 1,888 利用者１人あたり1,888円のコストがかかっています。

◆貸借対照表 （単位:千円）

◆キャッシュ･フロー収支差額集計表 （単位:千円）
勘定科目

Ⅲ.財務構造分析
▽行政費用の性質別割合 ▽事業に関わる人員 （単位:人）

Ⅳ.個別分析 ▽利用料金収入と利用状況の推移
▽施設の概況

Ⅴ.総括
①財務分析

②財務分析を踏まえた事業の課題

184,707人
40,568,535円

11.6%

一般的に、美術館等の歳出に対しての歳入の割合（受益者負担割合）は、13％を超えれば優良とされている中で、受益者負担率11.6％は比較
的良好な数字です。これは、投入した金額が大きかったので、返ってきた金額が大きかったということではないかと考えられることから、今後は、少
ない歳出でいかに効果を上げていくかが課題となります。美術館は、開館27年目に突入しました。いまだに大規模な修繕が一度も行われていな
い状況です。重要備品である収蔵作品は2万4千点を数え、近々の修繕は必須となります。このため、2013年度は施設修繕の基本設計を実施し
ます。今後は、将来の維持管理コスト負担を考慮し、施設の適正な管理運営等について検討する必要があります。

利用料金収入

受益者負担の割合

国際版画美術館事業は、物件費が全体の45.6％を占めています。物件費の主な内容は、施設の管理運営と展覧会事業に係る支出です。施設の管理運
営費用は、清掃・設備・受付・警備等の人的経費の要素が大きくなっています。人件費は全体の30.7％を占めています。2012年度は、25周年事業の開
催に伴い、例年より大きい予算を確保して、事業を実施しています。その分、歳入も例年を大きく上回る額を得ることができました。受益者負担の割合は、
11.6％となっています。

町田市立国際版画美術館
1986年9月1日

1,927,337,000円
1,002,215,240円

普及事業 4.1

0.3
内
訳

管理事務 3.3
展示事業 6.6
ハイビジョン事業 1.0

業務内容 常勤
再任用 再任用

再雇用 嘱託
(フルタイム)

0.7

0.5

1.20 0
1.0

歳出目 合計 15 0 1

建設年月日
取得価額
減価償却累計額
利用者数

Ｂ-Ａ
2011年度末 2012年度末 差額

貸倒引当金　　　　　　　 0 0

勘定科目勘定科目
2011年度末 2012年度末 差額

Ａ Ｂ
流動負債

Ｂ-Ａ
4,640 4,8280

Ａ Ｂ

流
動
資
産

現金預金　　　　　　　　　 0 0

不納欠損引当金　　　　 0 0

その他 0 0

0

188
未収金　　　　　　　　　　 50 0 △ 50 還付未済金 　　　　 0 0 0

財政調整基金　　　　　　 0 0 0
0

0
賞与引当金 　　　　 4,640 4,828 188

0

地方債 　　　　　　　 0 0

固
定
資
産

事
業
用
資
産

有形固定資産 1,226,681

建物　　　　　　　　 963,669

無形固定資産　　　　 0
イ

ン
フ
ラ
資
産

有形固定資産 0
0

△ 8,354
0
0 固定負債 125,547 117,193

その他 0

1,188,134 △ 38,547
土地　　　　　　　　 0

0

地方債 　　　　　　　

繰延収益
0 0 長期前受金 　　　　

0 0
925,122 △ 38,547

0 0 0
退職手当引当金 　 125,547 117,193 △ 8,354

0 0
工作物　　　　　　 263,012 263,012 0 0 0 0

その他

0

△ 30,431

0 0
△ 8,166122,021

工作物　　　　　　 0

負債の部合計 130,1870 0
土地　　　　　　　　 0 0 純資産 2,492,936 2,462,505

無形固定資産　　　　 0 0 0
0 0

重要物品　　　　　　　　　 1,296,392 1,296,392 0
図書　　　　　　　　　　　　 0 0 0
建設仮勘定　　　　　　　 0 0 0
投資その他の資産　　　 100,000 100,000 0

有価証券及出資金　 0 0 0
特定目的基金　　　　 0 0 0

その他 0 0 0 純資産の部合計 2,492,936 2,462,505 △ 30,431
資産の部合計 2,623,123 2,584,526 △ 38,597 負債及び純資産の部合計 2,623,123 2,584,526

金額

△ 38,597

財務活動収入 0
勘定科目 金額 金額

行政サービス活動収入 51,349 社会資本整備等投資活動収入 0
勘定科目

0
行政サービス活動収支差額(a) △ 266,970 社会資本整備等投資活動収支差額(b) 0

収支差額　合計 (a)+(b)+(c) △ 266,970
一般財源充当調整額 266,970

臨時
(短時間)

施設の名称

財務活動支出 0
財務活動収支差額(c) 0

行政サービス活動支出 318,319 社会資本整備等投資活動支出

人件費
32.5%

物件費
45.6%

維持補修費
6.2%

補助費等
2.1%

減価償却費
11.1%

その他
2.5%
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事業の成果

財務情報

単位あたりのコスト分析

財務情報

財務構造分析

総括

事業別財務諸表の帳票イメージ

新公会計制度の導入・財務会計システムで集計した財務諸表の情報に、
組織のミッション、事業目的、事業の成果を交えた分析を加えています。

・事業の成果と関連づけた行政コスト
・単位あたりの行政コストによる効率性の分析
・事業のストックについての財務情報
・事業類型別の財務分析
・財務分析で明らかになった課題

事業のマネジメントに向けて得られる新たな情報

町田市の事業別財務諸表の特長

※事業別財務諸表の実例は、裏面を参照。
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